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○立命館宇治高等学校サッカープロ・トッププレイヤー育成特別奨学金規程 

2006年３月29日 

規程第681号 

（名称） 

第１条 立命館宇治高等学校（以下「本校」という。）に、立命館宇治高等学校サッカープ

ロ・トッププレイヤー育成特別奨学金（以下「奨学金」という。）を設ける。 

（目的） 

第２条 本制度は、京セラ株式会社、株式会社京都パープルサンガ、学校法人立命館および

立命館宇治中学校・高等学校が協力し、世界を舞台に活躍するトップレベルのプロ・サッ

カー選手を育むことを目指し、真のScholar―Athleteとして成長しようとする生徒を援助

し、プロジェクト事業の振興をはかることを目的とする。 

（出願資格） 

第３条 奨学金を受給する者（以下「奨学生」という。）は、サンガユースチームに所属し、

本校入学試験要項に定める入学試験推薦B区分で本校を受験し、合格した者とする。ただ

し、奨学生となろうとする者は、本校が行う競技能力、成績等を踏まえた出願資格審査を

事前に受けなければならない。 

（選考委員会） 

第４条 選考委員会（以下「委員会」という。）を本校におく。 

２ 委員会は、奨学生の選考基準、採用選考、取消等の決定および奨学金返還の審査を行う。 

３ 委員会は以下の構成とする。 

委員長 校長 

委員 一貫教育担当常務理事、副校長、教頭、事務長および校長が指名する者 

（一貫教育委員会への報告） 

第５条 委員会は、前条第２項の審査結果を一貫教育委員会に報告する。 

（金額および給付） 

第６条 奨学金の給付額は、学費（入学金、授業料および教育充実費）相当額とする。 

２ 奨学金は、原則として３年生まで毎年継続して給付する。ただし、毎年度、競技実績、

成績等による資格審査を行うものとする。 

（採用人数） 

第７条 奨学生は、毎年度、10名を上限として採用することができる。 

（審査） 
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第８条 奨学金支給の継続、取消、返還等は、附属校校長会の議を経て校長が行う。 

（取消） 

第９条 奨学生が次の各号のいずれかに該当する場合は、株式会社京都パープルサンガと本

校との合意書に基づき、支給を取り消すことができる。 

(1) 学籍を失ったとき 

(2) サンガユースを退団したとき 

(3) 疾病などのために就学の継続が不可能なとき 

(4) 虚偽の申請または不正な方法により奨学金を受けていたとき 

(5) その他、奨学生として不適当と認められるとき 

（返還） 

第10条 奨学生が、前条各号のいずれかに該当する場合、返還を求めることができる。 

（併給） 

第11条 奨学生は、本校の他の奨学制度による奨学金を受けることができない。 

第12条 削除 

（改廃） 

第13条 この規程の改廃は、常任理事会が行う。 

附 則 

この規程は、2006年４月１日から施行する。 

附 則（2008年３月12日 組織改革に伴う一部改正） 

この規程は、2008年４月１日から施行する。 

附 則（2008年10月15日事務分掌の規定方法の変更に伴う一部改正） 

この規程は、2008年10月15日から施行する。 

 


